
化学物質管理に関する情報収集

NITE化学物質管理センター 情報基盤課



各ステージで多様な化学物質管理法規制に対応するために情報収集が必要

✓ 新規化学物質の調査・届出
（化審法・安衛法の届出・申出）

✓ 輸出先予定の国への届出等

✓ 有害性、危険性の確認
設備対応
保護具の準備

✓ 工場等で化学品を取
り扱う際の主な規制
・化管法
・毒劇法
・安衛法
・消防法
・化兵器法
・大気汚染防止法
・水質汚濁防止法
・土壌汚染対策法

  etc.

✓ 化学物質の譲渡・提供・販売等
GHSに準拠したラベル・SDSの作成
（毒劇法、安衛法、化管法）

✓ 危険物の輸送・イエローカード
（消防法・毒劇法・高圧ガス法
・船舶安全法、航空法、道路法）

✓ 海外への危険物輸送
（国連危険物輸送勧告、国連番号）

✓ 製品のリスク評価
✓ 廃棄物処理・対策（廃掃法）
✓ 輸出先国の規制の確認

開発・検討段階 製造・輸入・使用段階 輸送・輸出・販売段階

事業者に求められている化学物質管理
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法律の内容にSDSに関する記載があるもの

NITE化学物質管理センターが法施行を支援しているもの

一部のみ

日本の主な化学物質管理法規制

麻
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GHSの総合的な情報提供

GHS総合情報提供サイト
GHS混合物分類判定ラベル/SDS作成支援システム

（NITE-Gmiccs）

• 政府実施のGHS分類結果の公
表

• 英語版作成、分類結果が一目で
わかるNITE統合版の公表

• GHSの理解とSDS作成支援の
ための情報提供と教育・学習資
料等の公開

R2FY作成、R3年4月から運用開始/SDS様式出力はR4年4月～

• 化学品（混合物）のGHS分類を
自動で判定し、ラベルを作成す
るツール

化学物質管理に関する国内外の法規制情報、有害性等の情報提供

国内・海外法
規制情報、有
害性リスク評
価等の情報を
収載（約30万
物質）

化学物質総合情報提供システム
（NITE-CHRIP）

日ASEAN化学物質管理データ
ベース（AJCSD）

ASEANから
提供された
法規制対象
物質やGHS
分類結果等
の情報を収
載

化審法データベース
（J-CHECK）

化審法に特化
し、試験デー
タ等を含む詳
細な情報を収
載

メールマガジン（NITEケミマガ）による化学物質管理に関する最新情報の提供

化学物質管理に関するサイトの新着情報、報道発表情報等を「NITEケミマガ」として、

原則毎週木曜日に無料で配信しています。（2026年5月時点、配信登録件数:約15,000件）

NITEの化学物質管理関係情報コンテンツ

• GHS分類結果をSDS
様式に出力すること
が可能
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➢ いつでも、どなたでも、無料。

➢ 約100種の情報源、約30万物質（こ
のうち約25万物質はCAS登録番号を
掲載）の情報を収載。

➢ 日本語サイト、英語サイトがあり、
切替え可能。

➢ ワイルドカードの使用やnot／or検
索など豊富な検索機能があり。

➢ 約２か月に１度定期的に更新。

大項目 内容

一般情報
CAS登録番号（CAS RN）、日本語名、英語名、分
子式、構造式を掲載しています。

国内法規制情報
化審法、化管法、毒劇法、安衛法など国内の化学物
質に関する規制法の情報を掲載しています。

外国法規制情報

海外の化学物質の規制や安全性に係る取組みに関す
る情報です。
危険物輸送に関する勧告（国連番号・危険物分類）、
EU、米国、中国、韓国、台湾の規制情報や、
AJCSDへのリンク等を掲載しています。

有害性・リスク評
価情報

国内外の機関で評価された有害性評価・リスク評価
等に関する情報です。
GHS 分類結果、国内外有害性・リスク評価書、
発がん性評価などを掲載しています。

試験結果・試験報
告書

各種有害性試験結果、生態影響試験結果等
（主にリンク）を掲載しています。

NITE-CHRIP
NITE 化学物質総合情報提供システム（NITE Chemical Risk Information Platform）

NITE-CHRIPとは
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毒劇法の概要
申請サイト

関連情報リンク
対象物質リスト

化審法の概要
申請サイト

関連情報リンク
対象物質リスト

安衛法の概要
申請サイト

関連情報リンク
対象物質リスト

各法規制で必要な情報（申請サイトも含む）
にアクセス可能

化学物質管理プラットフォーム = NITE-CHRIP

法令DB物質DB

一般情報

国内法規制情報

有害性・リスク評価情報

試験結果・試験報告書

外国法規制情報

検索する物質の様々な情報を入手可能

NITE-CHRIPの２つの側面
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NITE-CHRIPの使い方

トップページ

CAS登録番号や
物質名称などで検索

化学物質から調べる
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NITE-CHRIPの使い方

総合検索（通常検索） 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

＜カテゴリによる絞り込み＞
➢化審法既存化学物質の類別番号での絞り
込みも可能

➢発がん性の評価単位での絞り込みも可能

CAS登録番号
化審法番号
安衛法番号
EC番号
国連番号
HSコード
CHRIP_ID
日化辞番号
から選択

※CHRIP_IDとは、NITE-
CHRIPがデータベースを管
理する上で機械的に付与し
ている番号です。

9

キーワード検索



NITE-CHRIPの使い方

総合検索（通常検索） 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照
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CAS RN、化審法番号、安
衛法番号、EC番号、国連番
号、HSコード、CHRIP_ID、
日化辞番号の全てを対象と

した検索が可能

キーワード検索



NITE-CHRIPの使い方

総合検索（通常検索） 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照
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キーワード検索

複数のCAS RN等の番
号を入力し、一度に検
索することが可能

ドラッグでボッ
クスが拡張

「名称で検索」「分子式で検索」も同
様に複数のキーワードを入力して検索

が可能



総合検索（拡張検索） 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

NITE-CHRIPの使い方
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キーワード検索
ワイルドカード「*」
→任意の数の文字
ワイルドカード「?」
→任意の1文字
使用例:「100-*」では、
100-00-5や100-99-2などを
検索

切り替え

SMILES、分子式による
検索が可能

名称に対して、
OR条件、NOT
条件による複
雑な条件での
検索が可能



総合検索（拡張検索）続き 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

molファイルによる検索が可能

構造検索したい物質の描画を入力する
ことで検索が可能
さらに描画した構造からSMILESコード
を取得することも可能

NITE-CHRIPの使い方
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構造式検索



NITE-CHRIP検索結果の見方

例えば、ホルムアルデヒド
（CAS登録番号 50-00-0）を
NITE-CHRIPで検索すると…

その他
○海外の法規制情報が８つ、
○有害性・リスク評価に関する情報が9つ
○試験結果・試験報告書が２つ
入手できることが確認できる

【国内法規制情報】
日本国内において10つの法律
で管理

<検索結果>
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NITE-CHRIPに収載された法令のうち…
－ をクリックすると、下
位項目が折りたたまれ非
表示になる。
下位項目を展開したい時
は、＋ をクリック。



NITE-CHRIP検索結果の見方 日英の切替え可能

CAS RN : 1321-64-8
日本語名称「ペンタクロロナフタレン」は、
化審法の第一種特定化学物質に指定されてお
り、「ポリ塩化ナフタレン（塩素数が２以上
のものに限る。）」という名称で規制されて
いる。
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NITE-CHRIP検索結果の見方

「○○へ」をクリックすると
詳細情報が掲載されているサイトへリンク。
リンク先が外部サイトの場合は、外部サイトにリンクす
る注記がでる。

「データの説明」をクリックすると各項目の
掲載内容の概要。

法規制等の概要
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NITE-CHRIPの使い方

トップページ

法律の規制対象物質
などを一覧で表示

法規制等から調べる
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NITE-CHRIPの使い方

法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

国内法(17法)：55リスト
諸外国法(10種)：21リスト
リスク評価書等(9種)：32リスト
試験報告書：10リスト
合計118の物質リストを収載
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各法規制の対象物質リスト
を確認



NITE-CHRIPの使い方

法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

19

法規制の概要、所轄官庁を確認



法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

NITE-CHRIPの使い方

【関連情報へのリンク】
法規制の詳細、申請サイト、届け出フローなど
の外部情報源へリンク
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｢法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

NITE-CHRIPの使い方

掲載情報の詳細
情報を確認可能

データ掲載日：NITE-CHRIPで更新を実施した日付
→追加・変更・削除などの修正を行った最新の日付

括弧内の日付：情報源の更新ステータス
→ここでは2025.7.31に官報公示された情報までを

NITE-CHRIPに掲載しているという意味
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法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

NITE-CHRIPの使い方

対象物質のリストが、
政令等で公示された物
質の単位で表示

表示項目全てに対して
ソート（昇順、降順）
が可能
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法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

NITE-CHRIPの使い方

物質リスト全体を
CHRIP_ID 及びCAS RN単位で表示

政令番号等に対応する物質を
CHRIP_ID 及びCAS RN単位で表

示

23

CHRIP_ID 及び
CAS RN単位のリス
トに切り替え可能



法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

NITE-CHRIPの使い方
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政令番号等の単位の物質リスト表示

CHRIP_ID及びCAS RNの単位の物質リスト表示

切り替え

物質リストに追加で表示させる項
目をカスタマイズするボタンが追
加されました

ボタンをクリックすると設定画面
が表示されます

次ページへ続く

物質リストの作成



法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

NITE-CHRIPの使い方

25

追加で表示させたい項目に
チェックを入れて
右上の「再表示」ボタンを
クリック

「CHRIP_ID及びCAS RN単位の
物質リスト表示」の場合、任意
の情報源から項目を選択可能。

「政令番号等単位の物質リスト
表示」の場合、政令番号等の物
質単位で共通の情報のみを選択
可能。

追加表示する項目の選択画面

次ページへ続く

物質リストの作成



法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

NITE-CHRIPの使い方
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リストの右側に表示
例えば「CAS RN」「一般名称」「法令等における名称」「法令等における番
号」など、任意の組合せで情報を表示可能

物質リストの作成

次ページへ続く



法規制等から調べる 詳細はNITE-CHRIPマニュアル参照

NITE-CHRIPの使い方

27

2024mmddhhmmss.xlsx

2024mmddhhmmss.xlsx

※「表示項目追加／削除」機能でカスタマイズした項目も出力。

※物質数が5,000件を超える場合はダウンロード不可。
（詳細：https://www.chem-

info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/html/FAQ.htm
l#q15）

物質リストの作成

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/html/FAQ.html#q15
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/html/FAQ.html#q15
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/html/FAQ.html#q15
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/html/FAQ.html#q15


NITE-CHRIPの使い方
<検索結果>

法規制名をクリック
すると法規制個別
ページへリンクする
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NITE-CHRIP利用の注意点①

Q：NITE-CHRIPで法規制情報が記載されていないということは、日本国
内で規制に該当しないということですか？

Q：○○法に該当すると思われる化学物質なのに、NITE-CHRIPでCAS登
録番号で検索しても法規制情報が出てこないのはなぜですか。

A：NITE-CHRIPでは、全ての法規制対象物質について収載できてい
る訳ではありません。従って、NITE-CHRIPに収載されていない
場合であっても、必ずしも法規制等に非該当ということではあり
ません。法規制等の対象となるか不明の場合は、各自で判断して
いただくか、各法規制等の所管官庁である省庁や関連機関にお問
合せください。
また、可能な限りCAS登録番号を参考として掲載しておりますが、
全てのCAS登録番号を収載しているわけではありません。

よくあるご質問（FAQ） （FAQ：Q16,19参照）
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NITE-CHRIP利用の注意点②

法規制等における対象物質とCAS登録番号（CAS RN）の関係性

①法律等で対象物質を単一の化学物質として指定したもの
・化審法 → “ベンゼン”（MITI番号：3-1）
・化管法 → “アニリン”（政令番号：1-18）
・安衛法 → “硫酸亜鉛”（安衛法番号 1-(3)-223 ）

③法律等で対象物質を物質の性状により指定したもの
・消防法 → ”引火性液体”
・高圧ガス法 → ”1MPa以上となる圧縮ガス”
・大防法 → ”揮発性有機化合物(VOC)”

②法律等で対象物質を包括的に指定したもの
・化管法 → ”亜鉛の水溶性化合物” （政令番号：1-1）
・化審法 → ”アルカン(C10-29)” （MITI番号：2-10）
・毒劇法 → ”バリウム化合物”（政令・劇物）

※一部の法律では参考情報としてCAS登録番号が通知されている場合あり

✓ CAS登録番号自体はアメリカ化学会の下部組織CAS(Chemical Abstracts Service)が発
行

✓ 法規制対象物質であるかどうかはCAS登録番号だけでは確認できない場合あり
✓ 法律ごとに対象物質をどのように指定しているかは確認する必要あり

概ねCAS RNと1:1で紐付け可能

CAS RNとは名称から紐付けが不可

CAS RNとは名称により紐付け可能
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活用事例①：複数の法律の情報の一覧表を作ってみよう

SDS３法（化管法、安衛法、毒劇法）の物質リスト一覧を作成する。

－ をクリックすると、下位
項目が非表示になり、＋ に
変わる。下位項目を展開し
たい時は、＋ をクリック。

カテゴリーから表示させ
たい法規制等のみを
チェックして、「検索実
行」をクリック。
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14,326件ヒット

「他の法規制等に該当す
るか表示」をクリック

活用事例①：複数の法律の情報の一覧表を作ってみよう
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「再表示」をクリックして、前の
ページに戻ります。

活用事例①：複数の法律の情報の一覧表を作ってみよう

「番号」および「情報源等 」から、
表示させたい項目にチェックをし
ます。合わせて10項目まで選択で
きます。
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活用事例①：複数の法律の情報の一覧表を作ってみよう

ただし、検索結果が含むCAS RNの件数が5000
件を超える場合はダウンロード不可

34

5000件以下の場合は、検索
結果はExcel形式でダウン
ロード可能
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活用事例②：自社の管理データに直接リンクを貼ろう

自社で管理しているデータが古いかも…
でも一個一個、CAS RNで検索するのは面倒…
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活用事例②：自社の管理データに直接リンクを貼ろう
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A８．直接リンクする方法は以下の方法があります。

【CAS RNを指定してリンク】
https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/srhChripIdLst?_e_trans=
&shMd=0&txNumSh=[CAS登録番号（CAS 
RN）]&ltNumTp=1&bcPtn=5

[CAS登録番号（CAS RN）]の部分にリンクしたいCAS登録番号（CAS 
RN）を入力してください。
[CAS登録番号（CAS RN）]はハイフンを含みます。CAS登録番号（CAS 
RN）を囲む括弧[]は入力不要です。

→ホルムアルデヒド（CAS RN 50-00-0）の直接リンクは
https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/srhChripIdLst?_e_trans=&sh

Md=0&txNumSh=50-00-0&ltNumTp=1&bcPtn=5

活用事例②：自社の管理データに直接リンクを貼ろう
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直接リンクを貼ることで
いちいち検索しなくてよい！

活用事例②：自社の管理データに直接リンクを貼ろう
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【CHRIP_IDを指定してリンク】
https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/cmpInfDsp?cid=[CHRIP_ID]&bcPtn=5

【物質リストを指定してリンク】
https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/intSrhSpcLst?_e_trans=&slScNm=[情報源
ID]&bcPtn=6

【検索条件入力画面を指定してリンク】
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/srhInput

【個別物質のExcelダウンロード（データの無い情報源も含めて表示）】
https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/cmpInfDsp?_e_download=&cid=[CHRIP_ID]
&dpMd=1&shMd=0&ltNumTp=51&ltNumMh=0&ltNmMh=1&ltPgCtSt=100&rbDp=0&lt
ScTp=1&rbScMh=1

活用事例②：自社の管理データに直接リンクを貼ろう
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NITE-CHRIP便利アイテム



41

NITE-CHRIP便利アイテム

FAQ

更新履歴

説明動画

更新予定情報
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その5 更新された物質って何なのさ！？

.

.
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これと同じ内容！

NITE-CHRIP便利アイテム
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NITE-CHRIP便利アイテム
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NITE-CHRIP便利アイテム



NITE-CHRIP便利アイテム
マニュアル

参考資料
46

問合せ先
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NITE-CHRIP日本語サイト

  https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop

NITE-CHRIP英語サイト

  https://www.chem-info.nite.go.jp/en/chem/chrip/chrip_search/systemTop

J-CHECK日本語サイト

  https://www.nite.go.jp/chem/jcheck/top.action?request_locale=ja

J-CHECK英語サイト

  https://www.nite.go.jp/chem/jcheck/top.action?request_locale=en

GHS総合情報提供サイト

  https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_index.html

GHS総合情報提供英語サイト

  https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/english/ghs/ghs_index.html

ASEAN-Japan Chemical Safety Database（AJCSD）

  https://www.ajcsd.org

NITEケミマガ

  https://www.nite.go.jp/chem/chemimaga/backnumber.html

独立行政法人 製品評価技術基盤機構（NITE）
化学物質管理センター 
NITE-CHRIP, J-CHECK, GHS, NITEケミマガお問い合せフォーム：https://www.nite.go.jp/cgi-
bin/contact/index.php?cid=00000130&lang=0

＜配信登録＞
https://www.nite.go.jp/chem/chemimaga/chemimaga_index.html



2026年6月11日

独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）
化学物質管理センター情報基盤課

NITE-Gmiccsを活用した情報伝達
～JIS改正を踏まえたGHS分類とラベル・SDS作成について～



1. GHSの概要（危険有害性の分類基準、ラベル／SDSによる

情報伝達の仕組み）

2. NITEで提供しているGHS関連情報とその活用方法

3. NITE-Gmiccsの活用方法とJIS改正に対応した

最新版NITE-Gmiccsの紹介
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↑国連GHS文書（パープルブック）※2年ごとに改訂
2025/09/12公開の改訂11版が最新（日本国内は改訂9版に準拠）
https://unece.org/transport/dangerous-goods/ghs-rev11-2025

➢ 2003年7月に採択された国連勧告
➢化学品の危険有害性に関する分類基準
➢情報伝達に関する事項（安全データシート（SDS）

の内容および記述様式、ラベルに記載すべき項目）

化学品の分類および表示に関する世界調和システム
GHS（Globally Harmonized System of 

Classification and Labelling of Chemicals）

（参考）厚生労働省 職場のあんぜんサイト
https://anzeninfo.mhlw.g o.jp/user/anzen/kag/ankg_ghs.htm

4

GHSとは
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GHSにおける「危険有害性」

【物理化学的危険性 17項目】
爆発物
可燃性ガス
エアゾール及び加圧下化学品
酸化性ガス
高圧ガス
引火性液体
可燃性固体
自己反応性化学品
自然発火性液体
自然発火性固体
自己発熱性化学品
水反応性可燃性化学品
酸化性液体
酸化性固体
有機過酸化物
金属腐食性化学品
鈍性化爆発物

【健康に対する有害性 10項目】
急性毒性
皮膚腐食性/刺激性
眼に対する重篤な損傷性/眼刺激性
呼吸器感作性または皮膚感作性
生殖細胞変異原性
発がん性
生殖毒性
特定標的臓器毒性（単回ばく露）
特定標的臓器毒性（反復ばく露）
誤えん有害性

【環境に対する有害性 2項目】
水生環境有害性（急性／短期）
水生環境有害性（慢性／長期）
オゾン層への有害性

化学品がもつ悪影響が生じる潜在的な特性。
物理化学的危険性、健康有害性及び環境有害性がある。
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✓ 目的

– 人の健康の維持と環境の保護を強化する

– 化学品の国際取引を促進する

✓ 範囲・対象

– 危険有害性を有する化学品（純粋な化学物質、希釈液、混合物）

– 労働者（労働分野）、消費者（消費者製品）、

輸送関係者（輸送分野）、緊急時対応者

GHSが整備された背景

国によって危険有害性の定義や表示およびSDSに必要な
情報が異なり、これらの違いは、健康と環境の保護や貿易
に影響を及ぼしていた。

世界中のどこでも化学品の危険有害性情報が正しく
伝達されることを目指して、世界共通の分類基準及び
情報伝達システムを整備したもの。
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GHS分類とラベル・SDSの関係

分類基準に従って、危険有害性区分を判定する。
・国連GHS文書
・日本産業規格JIS Z 7252
・事業者向けGHS分類ガイダンス

分類結果を含む化学品に関する情報をラベル・SDSで伝える。
・国連GHS文書の附属書
・日本産業規格JIS Z 7253
・化管法に基づくSDS・ラベル作成ガイド（経済産業省）等

分類

情報伝達
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（厚生労働省モデルラベルを基に編集 ホルムアルデヒド）

安全データシート（SDS）とは

事業者の責任の下で情報を提供し、
人の健康及び環境に対する

災害・事故を防止することが目的

※化学品の安全性を謳うためのものではない！

＜JIS Z 7253における定義＞
化学品について、化学物質、製品名、
供給者、危険有害性、安全上の

予防措置、緊急時対応などに関する
情報を記載する文書
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SDSへの記載内容

１．化学品及び会社情報

２．危険有害性の要約

３．組成及び成分情報

４．応急措置

５．火災時の措置

６．漏出時の措置

７．取扱い及び保管上の注意

８．ばく露防止及び保護措置

９．物理的及び化学的性質

１０．安定性及び反応性

１１．有害性情報

１２．環境影響情報

１３．廃棄上の注意

１４．輸送上の注意

１５．適用法令

１６．その他の情報

GHS分類を実施しないとSDSが作成できない！
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ラベルとは

SDSから特に重要な情報を抽出し、視認性の良い記載にする。
労働現場では容器にラベルが貼付られていることが重要！

ラベル

＜JIS Z 7253における定義＞
化学品に関する情報要素のまとまりであって、かつ、
化学品の容器に直接、及び／又はその外部包装に

貼付、印刷又は添付されるもの。

（厚生労働省モデルラベルを基に編集 ホルムアルデヒド）
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日本でGHSに基づくラベル・SDS作成を規定している法律は３つ（化管法、安衛法、毒劇法）

人
の
健
康
へ
の
影
響

急性毒性

長期毒性

労働環境
(国内輸送)

消費者 環境経由

生活環境（動
植物を含む）
への影響

廃
棄
物
処
理
法
等

排出・ｽﾄｯｸ汚染 廃棄

労
働
安
全
衛
生
法
（
安
衛
法
）

農
薬
取
締
法

有
害
物
質
含
有
家
庭
用
品
規
制
法

薬
機
法

建
築
基
準
法

食
品
衛
生
法

暴露

有害性

水
質
汚
濁
防
止
法

大
気
汚
染
防
止
法

土
壌
汚
染
対
策
法

オゾン層
破壊性

オゾン層
保護法

毒 劇 法

家
庭
用
品
品
質
表
示
法

化
学
物
質
審
査
規
制
法

（
化
審
法
）

化
学
物
質
排
出
把
握
管
理
促
進
法
（
化
管
法
）

農
薬
取
締
法

危機管理

化
学
兵
器
禁
止
法

農
薬
取
締
法

消 防 法

物理化学的
危険性

高圧ガス保安法

火薬類取締法

高圧ガス
保安法

火薬類
取締法

水銀汚染防止法

フロン排出抑制法

国内におけるGHS関連の法律
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事業者による法律／GHS対応を簡便化するため、日本国内のGHS共通ルールを
日本産業規格 JIS Z 7252、及びJIS Z 7253として策定

化管法

• SDSの提供義務

• ラベル表示の努力義務

安衛法

• SDSの提供義務

• ラベルの表示義務
• 対象物質以外でも危険有害

性を有するすべての化学物質
及びそれを含有する混合物の
ラベル表示及びSDS提供の
努力義務

毒劇法
• 名称、含量、製造業者

等の情報の容器・被包
への表示義務

• 性状及び取扱に関する
情報等の提供義務

日本におけるSDS三法

さらに、GHS分類を正確かつ効率的に実施するための手引きとして、
「政府向けGHS分類ガイダンス」及び「事業者向けGHS分類ガイダンス」を作成・公表

https://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/int/ghs_tool_01GHSmanual.html

GHSに関連した日本国内の法律（いわゆるSDS3法）があるが、
個別の法律にGHSに関する条項を追加するのは困難
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GHSに関する日本産業規格（JIS）

日本産業規格（JIS）
・JIS Z 7252：2025

GHSに基づく化学品の分類方法
→危険有害性の分類基準に関するJIS

国連GHS文書の内容を
日本のルールとして整理したのが２つのJIS

・JIS Z 7253：2025
GHSに基づく化学品の危険有害性の情報伝達方法
ーラベル，作業場内の表示及び安全データシート（SDS）
→ラベル・SDSの作成方法に関するJIS

※日本産業標準調査会（JISC）のWebページから閲覧が可能です。
https://www.jisc.go.jp/index.html 13
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爆発物
自己反応性化学品
有機過酸化物

酸化性ガス
酸化性液体
酸化性固体

可燃性ガス
エアゾール
加圧下化学品
引火性液体
可燃性固体
自己反応性化学品

など

金属腐食性化学品
皮膚腐食性

眼に対する重大な
損傷性

高圧ガス
加圧下化学品

急性毒性
（区分１～３）

急性毒性 (区分４)
皮膚刺激性(区分２)
眼刺激性(区分2/2A)
皮膚感作性
特定標的臓器毒性
         （区分３）

など

水生環境有害性 呼吸器感作性
生殖細胞変異原性
発がん性
生殖毒性
特定標的臓器毒性
（区分１，２）
吸引性呼吸器有害性
誤えん有害性

【どくろ】

【円上の炎】【爆弾の爆発】

【ガスボンベ】【腐食性】

【環境】 【健康有害性】

【炎】

【感嘆符】

絵表示（ピクトグラム）：【シンボル】を赤い枠で囲んだもの

＜ラベル・SDSの絵表示と危険有害性＞
ピクトグラム

GHSにおける「危険有害性」
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物理化学的危険性 健康有害性 環境有害性

爆発物
可燃性ガス
エアゾール及び

加圧下化学品
酸化性ガス
高圧ガス
引火性液体
可燃性固体
自己反応性化学品
自然発火性液体
自然発火性固体

自己発熱性化学品
水反応可燃性化学品
酸化性液体
酸化性固体
有機過酸化物
金属腐食性化学品
鈍性化爆発物

急性毒性
皮膚腐食性／刺激性
眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性
呼吸器感作性または皮膚感作性
生殖細胞変異原性
発がん性
生殖毒性
特定標的臓器毒性（単回ばく露）
特定標的臓器毒性（反復ばく露）
誤えん有害性

水生環境有害性
短期（急性）
長期（慢性）
オゾン層への有害性

参考：JIS Z 7253：2025

GHSにおける「危険有害性」

ラベル要素（絵表示、注意喚起語、危険有害性情報（Hコード）、注意書き（Pコード））は、
GHSのそれぞれの危険有害性クラス及び危険有害性区分によって割り当てられます。
割り当ての詳細については、国連GHS文書の附属書やJIS Z 7253を参照してください。
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押さえておきたいポイント

選択可能方式（Building block approach）

国際的な調和を念頭に一定の制限の下、各国はど
の危険有害性クラス、区分を適用するか決めること
ができる。

濃度限界（カットオフ値）

未試験の混合物を、成分の危険有害性に基づいて
分類する場合に使用する成分の含有濃度の限界値
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選択可能方式（ビルディングブロックアプローチ）

NITE-Gmiccs分類ロジック より抜粋

日本では赤色の区分を採用していない。
・急性毒性：区分5
・皮膚腐食性／刺激性：区分3
・誤えん有害性：区分2

17
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濃度限界（カットオフ値）:分類を行う値

成分の分類：

混合物の分類基準となるカットオフ値／濃度限界：

区分1 発がん性物質
区分2 発がん性物質

区分1A 区分1B

区分1A 発がん性物質 ≧0.1％ -- --

区分1B 発がん性物質 -- ≧0.1％ --

区分2 発がん性物質 -- --
≧0.1％ （注記1）

≧1.0％ （注記2）

国連GHS文書で濃度限界が併記されている場合がある。

注記1：区分2の発がん性物質成分が0.1%と1%の間の濃度で混合物中に存在する場合には、すべての
規制所管官庁は、製品のSDSに関する情報を要求する。しかしながら、ラベル警告を求めるかどうか
はそれぞれの判断（任意）となる。一部所管官庁は成分が0.1%と1%の間で混合物中に存在する場合
にラベル表示を選択するであろうが、他の所管官庁は、通常、このような場合にはラベル表示を要求
しないであろう。

注記2：区分2発がん性物質成分が≧1.0％の濃度で混合物中に存在する場合、一般にSDSとラベル
の両方が期待される。

例）

18



濃度限界（カットオフ値）:分類を行う値

成分の分類：

混合物の分類基準となるカットオフ値／濃度限界：

区分1 発がん性物質
区分2 発がん性物質

区分1A 区分1B

区分1A 発がん性物質 ≧0.1％ -- --

区分1B 発がん性物質 -- ≧0.1％ --

区分2 発がん性物質 -- --
≧0.1％ （注記1）

≧1.0％ （注記2）

注記1：区分2の発がん性物質成分が0.1%と1%の間の濃度で混合物中に存在する場合には、すべての
規制所管官庁は、製品のSDSに関する情報を要求する。しかしながら、ラベル警告を求めるかどうか
はそれぞれの判断（任意）となる。一部所管官庁は成分が0.1%と1%の間で混合物中に存在する場合
にラベル表示を選択するであろうが、他の所管官庁は、通常、このような場合にはラベル表示を要求
しないであろう。

注記2：区分2発がん性物質成分が≧1.0％の濃度で混合物中に存在する場合、一般にSDSとラベル
の両方が期待される。

例）

併記されているカットオフ値のうち
日本では大きいほうの値で区分が付く

混合物としては
区分2と推定される

19



分類を行う値とSDSを作成する値が異なる場合も

参考

危険有害性クラス
SDSを作成する濃度

（ただし、国内法令によって別途定めがある場合には、この限りではない）

急性毒性 1.0 %以上

皮膚腐食性／刺激性 1.0 %以上

眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 1.0 %以上

呼吸器感作性又は皮膚感作性 0.1 %以上 （※）

生殖細胞変異原性：区分1 0.1 %以上

生殖細胞変異原性：区分2 1.0 %以上

発がん性 0.1 %以上 （※）

生殖毒性 0.1 %以上 （※）

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 1.0 %以上 （※）

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 1.0 %以上 （※）

誤えん有害性 1.0 %以上 （※）

水生環境有害性 1.0 %以上

健康及び環境の各危険有害性クラスに対するSDSを作成する濃度

※分類を行う濃度未満であっても、SDSを作成する濃度以上で混合物中に存在する場合
当該成分のGHS分類区分及び濃度又は濃度範囲を記載する必要があるので注意！

20



1. GHSの概要（危険有害性の分類基準、ラベル／SDSによる

情報伝達の仕組み）

2. NITEで提供しているGHS関連情報とその活用方法

3. NITE-Gmiccsの活用方法とJIS改正に対応した

最新版NITE-Gmiccsの紹介
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政府によるGHS分類結果

ガイダンスに基づいて政府分類を整備

✓ 政府による分類事業を効率に進めるためのガイダンス
✓ 各省の分類が同一基準になるようにJIS Z 7252に準拠
✓ 使用するデータ等の情報源を記載
✓ 純物質（単一物質）のみを対象

化学品を取り扱う事業者が
ラベルやSDSを作成する際に
参照してもらうことを目的に作成

政府による
GHS分類結果

22
政府によるGHS分類結果

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html


NITE統合版 GHS分類結果 例：無水フタル酸の分類結果抜粋

分類結果・分類根拠・分類年度などが確認可能

NITE統合版 政府によるGHS分類結果

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html 23

⚫ 政府によるGHS分類結果の最新版のみを掲載
⚫ JIS Z 7252, Z7253に従った分類結果の表現、

コード等に統一（2019年度版に準拠）
⚫ 危険有害性が付与されない理由を分類結果に

記載（分類できない、分類対象外、区分に該
当しない）

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html


NITE-CHRIPでの確認方法

24

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop

年度毎の分類結果

NITE統合版GHS分類結果



日本と海外のGHS分類結果

国連GHS文書やJISでは分類の方法について言及しており、具体的な化学品に対し
てどのようなGHS分類区分が付与されるかについては言及されていない。
しかしながら、一部の国や地域では化学品（純物質）に対して使用可能なGHS分
類結果を明確に定めている場合がある。
日本では、政府が分類したGHS分類結果を公開しているが、これらはあくまでSDSや
ラベル作成の際の参考であり、使用を強制するものではない。

日本政府による
GHS分類結果

＜参考分類＞ ＜強制分類＞

ラベルやSDSを作成する際に
参照してもらうことを目的に公開
分類結果の使用義務はない

例えば日本ではSDS作成の参考となるような
GHS分類結果が公開されています。

ラベルやSDSを作成する際に指定の
分類結果を使用する義務が発生するもの

EU:CLP調和分類
（ヨーロッパのGHS分類）

https://www.chem-
info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_download.html

https://echa.europa.eu/regulations/clp/ha
rmonised-classification-and-labelling

例えば欧州では一部の化学物質に対して
使用しなければならないGHS分類結果が
公開されています。

25
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GHS混合物分類判定ラベル/SDS作成支援システム
NITE-Gmiccs（ナイト-ジーミックス）

GHSラベル要素

混合物の
GHS分類判定

混合物（製品）

インポート エクスポート

GHS分類
ラベル/SDS

NITE-Gmiccsは、混合物のGHS分類、ラベル作成・SDS様式出力を
Webブラウザからいつでもどこでも利用できる無料のシステムです。

SDS様式

27

NITE-Gmiccsの概要



(a) 混合物そのものの試験データがあればそれを使用

(b) つなぎの原則（Bridging principles）

①希釈
②製造バッチ
③毒性の高い混合物の濃縮
④一つの危険有害性区分の中での内挿
⑤本質的に類似した混合物
⑥エアゾール

(c) 個々の成分に関する既知の情報に基づいて、混合物の

危険有害性を推定（加算式、カットオフ値/濃度限界 等）

高

※物理化学的危険性には適用不可。

※後述の表に示す危険有害性項目に限る。また、物理化学的危険性には適用不可。

物理化学的危険性 健康有害性 環境有害性

健康有害性 環境有害性

健康有害性 環境有害性 28

NITE-Gmiccsの概要
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(a) 混合物そのものの試験データがあればそれを使用

(b) つなぎの原則（Bridging principles）
①希釈

②製造バッチ
③毒性の高い混合物の濃縮
④一つの危険有害性区分の中での内挿
⑤本質的に類似した混合物
⑥エアゾール

(c) 個々の成分に関する既知の情報に基づいて、混合物の

 危険有害性を推定（加算式、カットオフ値/濃度限界等）
※物理化学的危険性には基本的に適用不可

NITE-Gmiccsの対応範囲

NITE-Gmiccsの概要



混合物（製品）に含まれる単一物質※1を選択し、
含有率を入力すれば危険有害性の分類を判定※2します。

※1 単一物質のデータがNITE-Gmiccsに収載されていない（「政府によるGHS分類結果」がない）場合は、
ユーザー自身で当該物質のデータを準備し、NITE-Gmiccsに登録する必要があります。

      「政府によるGHS分類結果」の有無は、NITE-Gmiccs内で検索又は以下のURL先から確認ください。
＜NITE統合版GHS分類結果（「政府によるGHS分類結果」の最新版を集約）＞

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/ghs/ghs_nite_download.html

※2 物理化学的危険性は基本的に分類できません。

※3 EUのCLP規則、附属書VI表３で公表されている有害性物質の分類に関する情報です。

ラベル・SDSの作成支援のために
政府がGHS分類を実施

約3,400物質

「政府によるGHS分類結果」
（便宜上「NITE分類」と呼ぶことがあります）

分類結果をNITEが整理・統合
（NITE統合版GHS分類）

NITE-Gmiccs 
GHS混合物分類判定ラベル/SDS作成支援システム invented by METI

GHS Mixture Classification and Label/SDS Creation System

基礎データとして、約3,400の単一物質（組成成分）の「政府によるGHS分類結果」を収載しています。

「EU:CLP調和分類」

ヨーロッパのGHS分類※３

約4,700物質

30

NITE-Gmiccsの概要
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混合物（製品）中でNITE-Gmiccsに収載されていない組成成分のGHS分類結果等は、
ユーザー側で情報収集してStep 1（単一物質(成分)GHS情報）で登録する必要があります。
（例：ユーザー自身で成分をGHS分類する、オープンデータベースや原料メーカーSDSを参照する等）

※ 組成成分のGHS分類情報が得られない場合は、「分類できない」（データなし）として登録することになります。

NITE-Gmiccs 
GHS混合物分類判定ラベル/SDS作成支援システム invented by METI

ユーザー
所有情報

未
登
録

31
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NITE-Gmiccsでは、GHS分類判定方法が選択できます。

国内向け

JIS UN

海外向け 国内向け

JIS UN

海外向け

①対応する国連GHS文書・
JIS規格を選択する

NITE-Gmiccsの概要



33※2026年4月時点では、NITE-Gmiccsの収載データの元となっている「政府によるGHS分類結果」は旧JISに基づく情報のままです。

新旧JIS対応の2つのバージョンがあります。
JIS Z 7252：2025対応にあたっては、5年間の暫定措置期間が設けられており、
2030年（令和12年）12月24日まではJIS Z 7252：2019に従って化学品を分類し、
JIS Z 7253：2019に従ってラベル及びSDSを作成してもよいことになっています。
その間は、旧JIS対応の現行NITE-Gmiccsも引き続きご利用いただけます。

NITE-Gmiccsの概要
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NITE-Gmiccsでは、GHS分類判定方法が選択できます。

国内向け

JIS UN

海外向け 国内向け

JIS UN

海外向け

②分類判定ルール（JIS
又はUN）を選択する

NITE-Gmiccsの概要

※NITE-Gmiccsでは、便宜上「JISルール」「UNルール」と呼びます（詳細は後述）。



NITE-Gmiccsでは、国内向け、海外向けで異なるGHS分類判定方法が選択できます。
（NITE-Gmiccsでは、便宜上「JISルール」「UNルール」と呼びます。）

◆JIS Z 7252に対応
◆国連GHS文書で規定される濃度限界のうち大きい値で分類判定
◆以下の危険有害性区分は使われない。

・急性毒性：区分5
・皮膚腐食性／刺激性：区分3
・誤えん有害性：区分2

◆国連GHS文書に対応
◆国連GHS文書で規定される濃度限界のうち小さい値で分類判定
◆JIS Z 7252で不採用の危険有害性区分も使われる。

※国によって採用している国連GHS文書の版が異なります。
具体的な運用については、各国の担当部局等にご確認ください。

UN

海外向け

JIS

国内向け

35

NITE-Gmiccsの概要



Step

1
NITE-Gmiccsに未収載の成分（単一物質）のGHS分類
情報などを入力します。（データ収載済み成分は入力不要）
①Webフォームから1件ずつ登録 又は
②エクセルフォーマット(CSV)でまとめてインポート 単一物質（成分）の組成情

報

NITE-Gmiccs

CSVファイル Webフォーム

Step

2
混合物（製品）の組成情報などを入力します。
①Webフォームから1件ずつ入力 又は
②エクセルフォーマット(CSV)でまとめてインポート

CSVファイル Webフォーム

混合物（製品）の組成情報 NITE-Gmiccs

Step

3
分類判定ルール（JIS又はUN）を選択し、

自動的に混合物のGHS分類が実施されるのを待つだけ！
NITE-Gmiccs 混合物のGHS分類結果

Step

4 会社情報を入力するとGHS対応のラベルを出力できます。

混合物のGHSラベル
NITE-Gmiccs

Step

5
GHS分類結果をSDS様式に出力できます。

NITE-CHRIPに収載の一部法規制情報も反映します。
混合物のSDS様式

NITE-Gmiccs

NITE-CHRIPと
連携

NITE-Gmiccsでは5つのステップでラベル/SDS様式を出力可能！

※全ての項目が自動的に埋まるわけではありません。
NITE-Gmiccsから出力されたままのラベル／SDS様式では情報伝達できませんので、
混合物（製品）の実態に沿って、ユーザー自身で必須事項等を記載してください。 36

NITE-Gmiccsの概要



NITE-Gmiccsの特徴まとめ①

37

人健康/環境有害性
の分類判定

加算式及びカットオフ値で判定
可能な分類を実施します。

1

ラベル要素の
取捨選択・更新

ラベルに印字される危険有害性に
紐づく注意書き（Pコード）の数の
調整や一括更新が可能です。

分類結果及びラベルの
日英対応

データの日英変換ができます。
英語での作業入力も可能です。

English

3​

大量のデータを
入出力

複数の単一物質（成分）情報や
混合物（製品）情報をCSVで一度
に入出力できます。 4

臓器種名称
統合機能

特定標的臓器の臓器名称を独自の
統合ルールに基づいて統合できます。
ラベル要素の簡略化のご参考に… 5

譲渡・提供された
SDSの分類確認

他社から提供されたSDSの記載内容
（GHS分類結果）の確認にもNITE-
Gmiccsの分類結果が役立ちます。 6

水のGHS分類データを
あらかじめ収載

政府分類では実施されていない
水（CAS RN：7732-18-5)の
GHS分類データがあるので、水を
含む混合物の分類にも便利です。 7

Step 2の「1件ずつ登録」での検索画面で、
このCAS RNか、化学物質(成分)名称に完全
一致にして「水」と入れていただくと検索
できます。

2

NITE-Gmiccsの概要



化学物質”単体”の分類

混合物ではない単一物質の
分類はできません。特に物理
化学的危険性は収載データ
（政府分類）に関わらず
「分類できない」となります。

2

NITE-Gmiccsの特徴まとめ②

38

物理化学的危険性の
分類判定

物理化学的危険性については、
基本的に分類できません。混合物
のデータ（引火点、初留点）から
分類できる場合があります。

ラベル/SDSの全項目の記載

ラベル/SDS様式機能で出力した
ものを、そのまま完成したラベル/ 
SDSとして使用することはできません。
必ず必要事項を追記してください。

4

システム上にデータ保存

セキュリティの観点からシステム上に
データは保存されません。作業を
中断したい場合は、データ登録後
にcsvファイルをエクスポートして
端末に保存してください。

NITE-Gmiccsの概要



2025年12月25日に日本産業規格JIS Z 7252及びJIS Z 7253が改正されたことを受け、
改正JISに対応したNITE-Gmiccsを2026年4月公開しました。

改正JISに対応した最新版NITE-Gmiccs

39

○新旧JIS対応の2つのバージョンが併存し、いずれかのバージョンを利用者が選択して使用できます。
 新JIS対応版：国連GHS文書改訂9版/JIS Z 7252・JIS Z 7253：2025準拠版

旧JIS対応版：国連GHS文書改訂6版/JIS Z 7252・JIS Z 7253：2019準拠版

○StepごとのCSVファイルには後方互換性を持たせ、旧JIS対応版からエクスポートしたファイルを
新JIS対応版でもインポートできるようになっています。



40

○新JIS対応版では、JIS Z 7252：2025の内容に合わせて物理化学的危険性「爆発物」
「可燃性ガス」「エアゾール及び加圧下化学品」の分類結果の選択肢が変更になっています。

危険有害性 分類結果

爆発物 分類できない
区分に該当しない（分類対象外）
区分1

区分2A

区分2B

区分2C

区分に該当しない

可燃性ガス 分類できない
区分に該当しない（分類対象外）
区分1A（自然発火性ガス及び化学的に不安定なガスA）
区分1A（自然発火性ガス及び化学的に不安定なガスB）
区分1A（自然発火性ガス）
区分1A（化学的に不安定なガスA）
区分1A（化学的に不安定なガスB）
区分1A

区分1B

区分2

区分に該当しない

エアゾール及び
加圧下化学品

分類できない
区分に該当しない（分類対象外）
エアゾール：区分1

エアゾール：区分2

エアゾール：区分3

加圧下化学品：区分1

加圧下化学品：区分2

加圧下化学品：区分3

区分に該当しない

改正JISに対応した最新版NITE-Gmiccs
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○新・旧JIS対応版両方において、国連番号の検索・国連番号から一部の物理化学的危険性を
分類判定する機能は廃止となりました。
混合物としての国連番号を登録された場合には、Step 4のラベル出力、及びStep 5のSDS様
式出力（項目14）に引き継がれ国連番号が出力されます。

改正JISに対応した最新版NITE-Gmiccs



推奨環境（Microsoft Edge）で
NITE-Gmiccsを立ち上げます。

任意の検索エンジンで「NITE GHS」又は
「NITE Gmiccs」と検索します。

ここをクリック

ここをクリック

https://www.ghs.nite.go.jp/

NITE-Gmiccsの操作方法
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https://www.ghs.nite.go.jp/
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対応する国連GHS文書・JIS規格を
選択します

NITE-Gmiccsの操作方法



TOPページから「混合物GHSを分類・ラベルを作成する」を選択すると、
確認事項（免責事項）が表示されますので、内容に同意いただける場合は「同意する」をクリックしてください。

「同意しない」場合は使えません。

※画面を拡大していると「同意する」ボタンが表示されない場合があります。
「同意する」ボタンが見つからない場合は、画面の拡大率を下げてください。

下にスクロール
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NITE-Gmiccsの操作方法



上帯に各種説明等掲載しています。ご参照ください。
＜使い方：NITE-Gmiccsの概要、使い方等を掲載しています。＞
✓ NITE-Gmiccsの概要と使い方事例

＜分類ロジック：分類判定方法についての説明を記載しています。＞
✓ NITE-Gmiccs分類ロジック
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NITE-Gmiccsの操作方法



分類事例となる混合物

単一物質（成分）名
含有率

（重量%）
CAS RN

NITE分類の有無
（NITE-Gmiccs収載）

物質ID

1 トルエン 40 108-88-3 ○
m-nite-

 108-88-3

2 メタノール 40 67-56-1 ○
m-nite-
67-56-1

3 酢酸エチル 10 141-78-6 ○
m-nite-

141-78-6

4 長鎖アルコール 9 ー × sub1

５ 不純物 1 ー × sub2

合計 100

混合物ID：NITE-MIX-1 （半角英数で任意のIDを設定）
混合物（製品）名称：サンプルシンナー

物理化学的性質：物性：液体、引火点：40℃

混合物（製品）
としての物性 混合物（製品）

としての引火点
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NITE-Gmiccsの操作方法



NITE-Gmiccsに収載されていない成分のGHS分類

47

長鎖アルコール（物質ID：sub1、物性：液体） 不純物（物質ID：sub2、物性：液体）

引火性液体 分類できない 分類できない

急性毒性（経口） 分類できない 分類できない

急性毒性（経皮） 分類できない 分類できない

急性毒性（吸入・気体） 分類できない（分類対象外） 分類できない（分類対象外）

急性毒性（吸入・蒸気） 分類できない 分類できない

急性毒性（吸入・粉じん、ミスト） 分類できない 分類できない

皮膚腐食性/刺激性 区分2 分類できない

眼に対する重篤な損傷/眼刺激性 分類できない 分類できない

呼吸器感作性 分類できない 分類できない

皮膚感作性 分類できない 分類できない

生殖細胞変異原性 分類できない 分類できない

発がん性 分類できない 分類できない

生殖毒性 分類できない 分類できない

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 分類できない 分類できない

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 分類できない 分類できない

誤えん有害性 分類できない 分類できない

水生環境有害性 短期（急性） 区分2 分類できない

水生環境誘拐性 長期（慢性） 分類できない 分類できない

オゾン層への有害性 分類できない 分類できない

NITE-Gmiccsの操作方法



Step1：登録済み化学物質（成分）情報の確認

2. 検索結果が表示されれば登録されたGHS分類データが利用できます。

1. 登録データがあるかどうか、化学物質名称や
CAS登録番号で検索できます。

48

NITE-Gmiccsの操作方法



「１件ずつ登録」をクリックします。

Step 1：化学物質（成分）の入力
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NITE-Gmiccsの操作方法



Step 1：基本情報の入力
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2．必須項目以外はわかる範囲で
記載していきます。

1．Webブラウザの新しいタブに
登録用のページが開きます。

NITE-Gmiccsの操作方法



1.物理化学的危険性に入手した
情報を選択して入れていきます。

2.人健康有害性と環境有害性に
入手した情報を選択して入れて
いきます。

※未選択の場合は「データなし」
と登録され、「分類できない」と
同じ扱いとなり、GHS分類時には
毒性未知成分とされます。

Step 1：単一物質(成分)GHS情報
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NITE-Gmiccsの操作方法



登録する物質の物理的化
学的性状（気体、液体、
固体）に合わせて「分類
対象外」となる項目を自
動記載する機能です。

１.登録する物質の物理的
化学的性状（気体、液体、
固体）を選択します。

Step 1：【参考】データのない物質の物性に基づく入力支援機能

2. 「分類対象外」となる
項目が自動的に記載され
ます。それ以外の項目は
全て「分類できない」と
自動入力されます。
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NITE-Gmiccsの操作方法



１.特定標的臓器毒性は
「区分あり」を選択後、
ここをクリックします。

Step 1：【参考】標的臓器毒性の入力方法

３.入力が終了したら「確定」を
クリックし登録します。
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２.ポップアップ画面で臓器を入力できる
ので、「＋行追加」をクリックし「区分」
及び「臓器」選択できます。
※標的臓器に必要な数だけ行を追加します。

NITE-Gmiccsの操作方法



情報を入れ終わったら、
登録をクリックします。

Step1:単一物質（成分）のGHS情報の登録
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NITE-Gmiccsの操作方法



１.登録完了すると登録用のページが
閉じ、タブがなくなります。

２.登録した情報が反映されます。
（最後に登録した1件のみ）

Step 1：登録化学物質の確認
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NITE-Gmiccsの操作方法



１.登録した物質に対して
「コピー」をクリックす
ることで入力の省略を行
うことができます。

Step 1：【参考】化学物質（成分）のコピー登録

56

3．ID以外の情報が全てコピー
されていますので、新たなID
を入力し、名称など必要な情報
を書き換えることで省力化して
次の物質の登録が可能です。

２. 「コピー」を
クリックすると、
Webブラウザの別
タブに登録画面が
表示されます。

NITE-Gmiccsの操作方法



登録データをエクスポートすることで、
Web画面を閉じてしまったとしても、
エクスポートデータをNITE-Gmiccsに
インポートすることで作業を途中から
再開することができます。

Step 1：化学物質（成分）の登録確認と登録情報のエクスポート
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1．登録した物質を検
索実行し、必要な物
質が登録できたかを
確認します。

2．確認できましたら、登録データを
必ずエクスポート（CSVファイル形式）
してください。
※登録したデータやインポートデータは
NITE-Gmiccs上には保存されません。

NITE-Gmiccsの操作方法



エクスポートファイルではなく、
1からCSVファイルを作成する場合は
テンプレートをご利用ください。

STEP1でインポートする
CSVファイルは1ファイルで
複数の化学物質（成分）
情報の入力が可能※

1行が1つの化学物質情報に対応します。

※STEP2では1ファイルで複数の混合物（組成）
情報が入力可能。
STEP4、5でインポートできるファイルは1ファイル

1混合物が入力される。

Step 1：化学物質（成分）のGHS登録情報のインポート
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NITE-Gmiccsの操作方法



STEP１，2についてはテンプレートへの記載例を「使い方」のページに
掲載しているので、ご参照ください。

Step 1：【参考】テンプレートの記載例
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NITE-Gmiccsの操作方法



CSVファイルの編集の詳細は下記をご参照ください。
「インポート/エクスポートファイルの修正方法について」：
https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/contents/gmiccs_File_Correction_
manual_20250131.pdf

CSVファイルを開く際はExcelの
機能から読み込みを行って編集
してください。

CSVファイルはExcelで開いて編集が可能ですが、
ファイルのダブルクリックなどで開くとCAS登録番号が日付認識されるなど
のエラーが起こりやすいです。

Step 1：【参考】CSVファイルの編集方法
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NITE-Gmiccsの操作方法

https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/contents/gmiccs_File_Correction_manual_20250131.pdf
https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/contents/gmiccs_File_Correction_manual_20250131.pdf


Step 2：混合物（製品）の基本情報の入力

1.「1件ずつ登録」をクリックしますと、
別のウインドウに登録画面が現れます。

2. 必須項目以外はわかる範囲で記載します。

Step 2のボタン◎を押すか、次のステップへ→
で移動可能です。
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NITE-Gmiccsの操作方法



Step 2：化学物質（成分）情報の選択・確認（NITE-Gmiccsに収載されている物質）

2.採用するデータにチェックを入れて「追加する」をクリックします。

1. 化学物質を化学物質名称や
CAS登録番号で検索できます。
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NITE-Gmiccsの操作方法



登録した未収載の単一物質（成分）
情報はCAS RNや名称での検索の他、
ユーザー登録データを選択して検索
することで表示されます。

Step 2：化学物質（成分）情報の選択・確認（ユーザー登録物質）
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NITE-Gmiccsの操作方法



Step 2：組成情報一覧

1. 含有率を記入します。

2.含有率（100%）への換算をクリックします。

3.登録をクリックし、登録画面が閉じStep2へ戻ります。
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NITE-Gmiccsの操作方法



２.戻ったStep 2のページには、
登録した情報が反映されます。
（最後に登録した1件のみ）

Step 2：登録された混合物の確認

１.登録完了すると登録用のページが閉じ、
タブがなくなります。

65

NITE-Gmiccsの操作方法



組成が少し違うなど、他の混合物情報
（類似混合物の情報を「コピー」する機能
を使うことで入力を省略化できます。

Step 2：【参考】混合物のコピー登録

2．ID以外の情報が全てコピー
されていますので、必要な情報
に書き換えることで入力を省略
し、登録ができます。

1.「コピー」をクリック
すると、Webブラウザの
別タブに登録画面が表示
されます
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NITE-Gmiccsの操作方法



登録データをエクスポートすることで、Web画面
を閉じてしまったとしても、エクスポートデータ
をNITE-Gmiccsに取り込むことで作業を途中から
再開することができます。

混合物の組成情報等を登録したら、登録データは必ずエ
クスポート（CSVファイル形式）してください。
※登録したデータやインポートデータは、

NITE-Gmiccs上には保存されません。

Step 2：混合物の登録情報のエクスポート
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NITE-Gmiccsの操作方法



エクスポートしたファイル（ファイル名は
Product_JP_yyyymmddhhmm.csv)をインポート
することでGHS分類作業を再開することが可能です。

Step 2：混合物の登録情報のインポート

分類結果に変更があったときは、情報を
修正し、差分置換することもできます。
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NITE-Gmiccsの操作方法



Step 3：GHS分類の実施
１.必要に応じて分類ルール、
臓器種付与ルールを変更します。

2.分類を実施する対象の混合物に
チェックをいれます。

３.分類実行をクリックします。
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NITE-Gmiccsの操作方法



Step 3：分類結果の確認

分類根拠には判定に至った計算などが記載されます。

「済」と表示された「分類結果」をクリックすると
分類ロジックに基づき判定されたGHS分類結果が
新しいタブで表示されます。（物理化学的危険性に
ついては、基本的に分類されません。）
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NITE-Gmiccsの操作方法



Step 3：サンプルシンナーの分類結果
名称 サンプルシンナー

CAS RN（CAS登録番号） ー

ID NITE-MIX-1

引火性液体 区分3

急性毒性（経口） 分類できない

急性毒性（経皮） 分類できない

急性毒性（吸入：ガス) 区分に該当しない（分類対象外）

急性毒性（吸入：蒸気） 区分4

急性毒性（吸入：粉じん、ミスト） 分類できない

皮膚腐食性/刺激性 区分2

眼に対する重篤な損傷/眼刺激性 区分2

呼吸器感作性 分類できない

皮膚感作性 分類できない

生殖細胞変異原性 分類できない

発がん性 分類できない

生殖毒性 区分1A：授乳に対するまたは授乳を介した影響に関する追加区分

特定標的臓器（単回ばく露） 区分1（中枢神経系、視覚器、全身毒性）、区分3（気道刺激性、麻酔作用）

特定標的臓器（反復ばく露） 区分1（中枢神経系、視覚器、腎臓）

誤えん有害性 分類できない

水生環境急性有害性 短期（急性） 区分2

水生環境急性有害性 長期（慢性） 区分3

オゾン層への有害性 分類できない
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Step 3：混合物のGHS分類結果のエクスポート

混合物のGHS分類を実施したら、分類結果をエ
クスポート（CSVファイル形式）してください。
※登録したデータやインポートデータは
NITE-Gmiccs上には保存されません。
必ずデータをエクスポートしてください。
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NITE-Gmiccsの操作方法



Step 4：ラベル出力

Step 3からStep 4に移動します。

エクスポートが完了しましたら、Step 4へ移動します。
Step 4のボタン◎を押すか、次のステップへ→で移動
可能です。
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NITE-Gmiccsの操作方法



Step 4：ラベル用の必要情報入力 会社（供給者）情報

２．会社（供給者）情報を記載した
CSVファイルをインポートすること
で入力の手間を省略することができ
ます。テンプレートファイルをダウ
ンロードして、ご利用ください。

１．ラベル供給者名や
郵便番号、住所など必
須事項を入力していき
ます。編集ボタンから
入力画面を開きます。
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「ラベル要素」をクリックすると、
別のウインドウにラベル要素として
印字される内容が表示されます。

Step 4：ラベル要素の確認
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注意書きには
GHS分類結果に
紐づく文言が表示
されます。

＜注意書き絞り込みレベル※＞
レベル１：強く推奨（一般工業用途として）
レベル２：強く推奨（1以外への用途を考慮して）
レベル３：推奨
レベル４：任意

注意書き文言の数は、絞り込み機能
により調整ができます。

Step 4：注意書き文言の絞り込みレベル
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NITE-Gmiccsの操作方法
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Step 4：【参考】優先順位の表示設定
混合物（製品）が一部の類似した
危険有害性を複数示す場合は、
JIS Z7253の優先順位に基づき、
表示の省略等を実施する仕様と
なっています。

適用しないを選択すると、
優先順位に基づく省略を
行う前の表示とすること
ができます。

NITE-Gmiccsの操作方法



医薬用外劇物

医薬用外毒物
表示させたい場合は「表示する」を、表示
させる必要がない場合は「表示しない」を
選択し、ラベルを出力してください。

Step 4：【参考】毒物及び劇物取締法（毒劇法）の表示

ラベル作成支援機能として毒劇法
で規制されている物質が混合物組
成情報として含まれる場合に、ラ
ベル上に「医薬用外劇物」又は
「医薬用外毒物」と表示します。
含有の判定はNITE-CHRIPに掲載
されている毒劇法のリストのCAS
登録番号にのみ基づき行っており、
含有率は考慮されていません。
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１.必須事項を入力したら、ラベル出力する混合物に
チェックをいれます。

２.「ラベル出力」を
クリックします。

Step 4：ラベル出力
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ラベルはエクセルファイル形式で
出力され内容の編集ができます。

NITE-Gmiccsの操作方法



Step3でエクスポートした混合物のGHS分類結果のファイルを
インポートすることで、Step4から作業を再開することが可能
です。
※ファイル名は以下となります。
【Class_混合物ID_JIS or UN_yyyymmddhhmm.csv】

Step 4：混合物GHS分類結果のインポート
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Step 5：SDS様式出力 Step 5のボタン◎を押すか、次のステップへ→で
移動可能です。

Step4からStep5に移動します。
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１．会社（供給者）情報は初期
状態ではSDS要素に反映されて
おりません。SDS様式での出力
ファイルに反映させる場合は、
必ず「会社（供給者）情報の
SDS要素への反映」のボタンを
押してください。

２．反映行うと全ての混合物の
SDS要素「１．化学品及び会社
情報」に上書きされます。

Step 5：SDS要素へ情報の反映 会社（供給者）情報

Step 4で入力した情報が
Step 5でも引き継がれます。
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２．混合物の組成物質に
法律等の対象物質がある
場合にSDS要素の「15.
適用法令」、「3.組成及
び成分情報」等の項目に
該当する情報を上書きし
ます。

Step 5：SDS要素へ情報の反映 法律情報等のSDSへの紐づけ

１．混合物を選択し
「CAS RNに基づく法律情
報等の紐づけ」を実行し
ます。

NITE-GmiccsはNITE-CHRIPの一部
法規制情報を収載しており、混合物
の組成成分に法規制等の対象物質が
含まれる場合は含有を判定し、SDS
要素に法律等の対象物質であること
を記載をします。
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（参考）NITE-Gmiccsで参照可能な
NITE-CHRIPの法規制等

NITE-CHRIPに掲載されている
一部の法律情報等

SDS要素出力項目 SDS要素出力小項目

化審法：第一種特定化学物質 １５．適用法令 その他の国内法令

化審法：既存化学物質 ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（化審法）

化審法：新規公示化学物質（2011年4月1日
以降届出）

３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（化審法）

化審法：新規公示化学物質（2011年3月31
日以前届出）

３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（化審法）

安衛法：名称公表化学物質 ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（安衛法）

安衛法：新規名称公表化学物質 ３．組成及び成分情報 官報公示整理番号（安衛法）

化管法 １５．適用法令
化学物質排出把握管理促進法
(PRTR法)

毒物及び劇物取締法 １５．適用法令 毒物及び劇物取締法

安衛法：表示対象物、通知対象物 １５．適用法令 労働安全衛生法

安衛法：特定化学物質障害予防規則 １５．適用法令 労働安全衛生法

安衛法：皮膚等障害化学物質等及び特別規則
に基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質

１５．適用法令 労働安全衛生法

安衛法：がん原性物質（安衛則）（作業記録
等の３０年保存対象物質）

１５．適用法令 労働安全衛生法

大気汚染防止法 １５．適用法令 その他の国内法令

水質汚濁防止法 １５．適用法令 その他の国内法令

土壌汚染対策法 １５．適用法令 その他の国内法令

消防法 １５．適用法令 その他の国内法令

日本産業衛生学会：許容濃度 ８．ばく露防止及び保護措置 許容濃度

安衛法：化学物質による健康障害防止のための濃
度の基準（濃度基準値設定物質）

８．ばく露防止及び保護措置 許容濃度

REACH：高懸念物質（SVHC） １５．適用法令 その他の国内法令

NITE-CHRIP
NITE化学物質総合情報提供システム

混合物に含まれる組成成分のCAS登録番号が
NITE-CHRIPに掲載されている一部法律リスト
（右図）に該当する場合はSDSの該当項目に

情報を出力

連 携

※各法律における裾切値等は考慮していません。
含有有率により裾切値がある場合はご注意下さい。

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop

NITE-CHRIPでは、すべての法律対象物質を収載している
わけではないため、不足する情報は利用者自身で追記する
必要があります。
またCAS登録番号で紐付かない場合は判定ができません。
→詳細はNITE-CHRIP収載情報をご参照ください。

84

NITE-Gmiccsの操作方法

https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop
https://www.chem-info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop


ラベル要素として求め
られるGHSの危険有害
性区分に割り当てられ
たGHSが推奨する注意
書きのコード（Pコー
ド）に規定されている
文言を参考情報として
SDS様式上の各項目に
記載できます。

２．混合物のGHS分類結果に
基づき割り当てられる注意書
きのコード（Pコード）があ
る場合はSDS要素の「4.応急
措置」、「5. 火災時の措置」、
「6.漏出時の措置」等の項目
にPコードに紐づく文言を上
書きします。

Step 5：SDS要素へ情報の反映 注意書き文言等のSDSへの紐づけ

１．混合物を選択し「GHS
分類結果に基づく注意書き文
言等の紐づけ」を実行します。
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GHS/JISで定められた
注意書きコードの種類

該当するPコード SDS要素 出力項目

安全対策の注意書きコード P2XX
７．取扱い及び保管上の注意
８．ばく露防止及び保護措置 等

応急措置の注意書きコード P3XX
４．応急措置
５．火災時の措置
６．漏出時の措置

保管（貯蔵）の注意書きコード P4XX ７．取扱い及び保管上の注意

廃棄の注意書きのコード P5XX １３．廃棄上の注意

混合物のGHS分類結果にGHSが
推奨する注意書きのコード（Pコー
ド）が紐づく場合は規定されている
文言を右図に従ってSDSの各項目
に出力します。

※それぞれのPコードで規定する文言をSDS要素のどの小項目に出力するのかについてはNITEで細かく設定を行っています。
詳細についてはNITE-Gmiccsの「使い方」のページに掲載されている以下のファイルをご参照ください。

【別紙】注意書き文言のSDS上の出力先リスト
https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/contents/2025/gmiccs_precautions_sds_ja_JIS2025_GHSrev9_20260330.xl
sx

Step 5：【参考】 SDS要素に上書きされる注意書き（Pコード）について
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Step 5：SDS要素の確認 １．「SDS要素」をクリックすると、別の
ウインドウにSDS要素として出力される内
容が表示されます。
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２．「SDS要素」としてGHS/JIS
で定められた全16項目が表示され
ます。
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２．各小項目の編集ボタンを
選択すると編集画面がボップ
アップします

３．編集画面で入力し更新することで
記載内容を一時保存できます。

Step 5：SDS要素の確認
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１．SDS要素の各
項目を選択すると、
各項目で定められ
た小項目が展開し
ます。
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➢ GHS分類結果
→「2.危険有害性の要約」

➢ 組成成分の情報
→「3.組成及び成分情報」

➢ 健康有害性の分類根拠
→「11.有害性情報」

➢ 環境有害性の分類根拠
→「12.環境影響情報」

Step3で行った分類の結果はSDS要素の
各項目に反映されています。

Step 5：SDS要素の確認
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SDS様式は編集しやすく、人が可読しやすいエクセル
ファイル形式で出力することができます。
このエクセルファイルは再度、NITE-Gmiccsに取り込む
ことはできません。
※NITE-Gmiccs上にはすべてのデータが保存されません
ので、データは必ずエクスポートして保存してください。

１.必須事項を入力したら、
SDS様式出力する混合物に
チェックを入れます。

２.「SDS様式の出力」をクリックします。

Step 5：SDS要素の出力 xlsxファイル
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再度、NITE-Gmiccsで作業するために、SDS様式をCSV
形式で出力します。CSV形式のファイルはNITE-Gmiccs
に読み込むことができます。
※NITE-Gmiccs上にはすべてのデータが保存されません
ので、データは必ずエクスポートして保管ください。

１.必須事項を入力したら、SDS様式を
出力する混合物にチェックをいれます ２.「エクスポート」をクリックします

Step 5：SDS要素の出力 csvファイル
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Step 5 でエクスポートした混合物の
SDS様式のファイル（CSV形式に限る）
をインポートすることができます。

取り込んだデータは一覧に表示され、
SDSの編集が再開できます。

Step 5：SDS要素ファイル（CSV形式）のインポートと作業の再開

Step 3 でエクスポートした混合物の
GHS分類結果のファイルをインポート
することができます。
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「一部要素置換」機能を用いること
で他の混合物（製品）のSDS要素を
作成したい混合物のSDS要素として
流用することができます。

取り込んだ又は作成した混合物のSDS要素
に対して他の混合物の一部SDS要素を置換

する機能があります。
詳細についてはNITE-Gmiccsの「使い方」の

ページに掲載されている以下のファイルを
ご参照ください。

【別紙】一部要素置換で置き換えられるSDSの項目リスト

https://www.ghs.nite.go.jp/link/ja/contents/gmiccs_replac

eSDS_20220331.xlsx 詳細なSDS項目も含めて作成した化学品BのSDSの一部項目を類
似化学品AのSDS項目にまとめて記載できます。

※「４．応急処置」、「７．取り扱いおよび保管上の注意」、
「９．物理的および化学的性質」などNITE-Gmiccsでは対応が難しい項目

Step 5：【参考】SDS要素ファイル（CSV形式）の一部要素置換インポート
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お問い合わせ先

NITE化学物質管理センター情報基盤課

お問い合わせフォーム
https://www.nite.go.jp/cgi-bin/contact/?cid=00000130&lang=0

※NITE-Gmiccs、NITE-CHRIP、J-CHECK等いずれのコンテンツに関するお問合せかを明記いただけますと幸いです。

独立行政法人
製品評価技術基盤機構
化学物質管理センター
情報基盤課

NITE-Gmiccs

NITE-CHRIP

GHS混合物分類判定ラベル作成システム invented by METI

NITE化学物質総合情報提供システム

https://www.ghs.nite.go.jp/

https://www.chem-

info.nite.go.jp/chem/chrip/chrip_search/systemTop
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３．NITE-CHRIPの今後の方向性と
CMPとの連携に向けた動き

NITE化学物質管理センター 情報基盤課

化学物質管理の高度化と資源循環への対応

1



2

グローバルな化学物質管理の変革 (GFC)

•ICCM5での採択: 2023年9月、新たな枠組み「

化学物質に関するグローバル枠組み (GFC)」が

誕生。

•国内実施計画 (2025年4月): ライフサイクル全

体を通じた包括的な管理体制への移行。

•多様な主体の参画: 製造から廃棄に至るまで、

サプライチェーン全体の透明性が求められる。
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NITE-CHRIP

国内外の法規制情報や有

害性情報を一元的に確認

できる、化学物質管理シ

ステム。

NITE-Gmiccs

GHS分類やSDS作成の一

部を支援。危険有害性情

報の適切な伝達を強力に

サポート。

連携のハブ

法令改正情報をはじめ、

最新の知見を事業者の実

務へと繋ぐ中心的な役割

を果たす。

NITEが提供する主要な情報基盤

開発・検討段階 製造・輸入・使用段階 輸送・輸出・販売段階

様々な段階で、多様な化学物質管理に対応するために情報収集が必要
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11秒
平均検索時間の悪化 

(4秒→11秒)
※平均検索時間は、平日
夜間・土日を含めた平均
値のため、実務では、さ
らに悪化している。

急速な利用環境の変化

直近5年間で利用者は約40%増加。特に利用者の

DX化の進展や高性能なAIによる自動化したアク

セスが顕著に増加となり、同時操作時にシステ

ムが停止する事象も報告されています。

法令改正への即時対応ニーズが高まる中、検索

速度の改善とデータ利活用の促進が喫緊の課題

となっています。

NITE-CHRIPの現状とシステム課題
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2026年度：基盤強化（取組中）

・キャッシュサーバの導入

 (年度末予定)

 ・活用促進のための操作動画作成 

(基礎〜応用)

2027年度：抜本的改修（計画中）

・検索アルゴリズムの根本的改善

・API構築・提供

（ 最新法令に自動追従）

利便性向上に向けたNITE-CHRIPロードマップ

2023年度から各種調査や準備
2026年度に本格的検討や検証を実施
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情報の拡充：資源循環・LCAへの対応

ライフサイクル視点での情報提供

・ICCAプラスチック添加剤DB

・NIMS高分子DB PoLyInfo

・AIST-IDEA 

その他

構造式、一般名称

※ 検索ヒット率向上や構造式の視覚的な表

示により、専門家以外でも直感的に理解でき

るUI/UXの実現を目指します。



7

素材から最終製品まで、含有化学物質情報

をシステムで繋ぐ仕組み。

•

2026年秋：利用開始に向けた大規模検証を

実施予定

•

NITE-CHRIPの役割：

2026年度 外部システム連携調査（NEDO調査）を通じた検討・整理

2027年度（計画中）

CMPとのNITE-CHRIPシステム連携

システム連携を通じて、NITE-CHRIPの最新の規制データ、一般情報を提供予定。

CMP構想とデータ連携のあり方

CMP (Chemical and Circular Management Platform)
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資源循環の高度化

デジタル製品パスポート (DPP) 

を通じ、リサイクル材の含有物

質を可視化。

管理業務の効率化

規制変更時の再調査コストを

削減。川上から川下への一括

トリガー伝達。

グローバル標準対応

IEC 62474等の国際規格と調和

した情報伝達基盤の構築。

NITE-CHRIP
連携によるさらなる高度化・効率化に貢献

開発・検討段階 製造・輸入・使用段階 輸送・輸出・販売段階

多様な化学物質管理を行う情報が結びつき、企業における一元管理、高度化・効率化が図れる。

CMPの目指す主な価値創出と相乗効果
※ 一部は将来のバージョンアップの機能も含む
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ご清聴ありがとうございました。
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